
資料４

周産期医療協議会・母子保健専門部会

令和５年度事業実施結果及び令和６年度事業計画

１ 令和５年度事業実施結果

（１）母子保健専門部会の開催

○日 時 令和５年１２月１８日(月）

○内 容 令和４年乳児死亡例５例の検証と対策の協議

○参 加 者 母子保健専門部会委員 １１名

（２）周知啓発

・リーフレット「子どもの窒息事故に注意しましょう」配布

・リーフレット「RSウイルスに注意しましょう」配布

・RSウイルス感染症の流行に関する県ホームページでの注意喚起

２ 令和６年度事業計画（案）

（１）母子保健専門部会の開催

○開催回数 年２回程度

○内 容 令和５年乳児死亡例の検証と対策の協議

重症新生児仮死例の把握および検証の実施についての検討

新生児搬送・母体搬送症例の把握および検証の実施についての検討

（２）乳児死亡対策にかかる周知啓発（窒息予防、RSウイルス）

１）窒息予防リーフレットの改訂（妊産婦用）

・添い寝は危険であること、特に睡眠薬などを使用する場合について追記

２）窒息予防にかかるチェックリストの作成（医療者用）

・医療者が妊産婦に説明したり、聞き取りをしたことの確認のために作成

・対象は分娩施設や健診施設、小児科、保健師の所属する施設など

３）１）と２）の運用方針の検討

４）徳島母性衛生研究会 窒息予防についての教育講演（中川竜二先生）

５）RSウイルス感染症に関するリーフレットの配布と県ホームページでの注意喚

起


